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現在流行しているものと、日本文化を組み合わせ、古くから培われてきた陶芸の技術と、釉薬を研究・調

整し作陶することで、新たな表現を見出す。 
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１． 研究の動機と目的 

去年の文化祭で陶芸の販売を行い、現在でも

陶器の需要が高いことがわかった。伝統的な陶

芸技法と現代的なデザインを融合させることに

より、新しい表現の可能性を探求したいと考え

た。 

 

２．調査内容 

１作陶するにあたり、陶芸の表現方法に関す

る調査を行った。 

・ろくろ  

粘土を円形に成形するための回転式の道具。

対照的でなめらかな形を作ることができる。 

 

 

写真１：ろくろ作業の様子 

 

・たたら板  粘土を均一な厚さになるよう、

平らに伸ばして板状にし、それを使って器や

オブジェを作る技法。土の加工の工夫で様々

なテクスチャのものを作ることができる。  

・釉薬 

粘土の成形し、素焼きした後にかけるコーテ 

ィングのようなもの。かける釉薬により、色や   

表面の質感に違いが出る。また、草花を乾燥さ 

せ作る自然灰釉などもあり、現在ではコーヒ 

ーのカスを使用した釉薬もある。  

２新たな表現の探求のため、流行している 

アフタヌーンティーについて調査した。  

・アフタヌーンティー  

1800 年代ごろにイギリスの貴族の間で始ま

った、紅茶などを飲みながら、サンドイッチや

スコーン、ケーキなどの間食を楽 しむ習慣。

現在では「ヌン活」と略され、「ホテルで優雅

な時  間を過ごしたいが、食事は高額で手を

出せない」という、『手の届く範囲の贅沢感』

が若者の間で受けている。また推し活の一貫

で写真映えを目当てに行く人もいる。 

 

 

写真２：桜山ホテル アフタヌーンティー 

 

・和フタヌーンティー 
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抹茶や和栗など、和食材のスイーツを中心

に日本茶と紅茶を合わせた、和とアフタヌ

ーンティーを掛け合わせた造語。日本のホ

テルや料亭で楽しむことができる 

 

３.コンセプトおよびアイデア展開 

「和フタヌーンティー」のティーセットと器

の制作を行う。伝統 的な陶芸の技術を駆使しな

がら、アフタヌーンティーのような現 代的な要

素をビジュアルに組み込みデザインすることで、

今まで にない陶芸の表現ができるのではない

だろうか。 

 

４．今後の展開・課題 

 たたら板や削りを用いたテクスチャの研究と、

釉薬の研究を行う。 その上で使用する技術と釉

薬の調整を行い、ティーポットやカッ プ等様々

なものを制作していきたい。 
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